
　津堅島で生まれ育ちました。家族が
営む島の民宿・神谷荘では、沖縄そば
を出したり、家族で民謡ショーを開い
たり。初舞台は3歳です。ただ当時、同
世代の中でも民謡は「古い」というイ
メージが強く歌う恥ずかしさもあり、
むしろファッションに興味がありま
した。そんな時にレコード会社の社長
から「あなたの歌を世界中に届けませ
んか」と声をかけていただき、歌の世
界へ。そして昨年7月、津堅島で愛され
たそばの味を本島の人にも広めたい
と、家族で「ゆーばる麺方」を開きまし
た。営業後は片付けの合間に、家族で
歌ったり踊ったり。それがリフレッ
シュにもなっています。
　この生活で大変なのが気持ちの切
り替えです。土日は店が終わるとすぐ

ステージに向かい、自分の世界を作っ
て表現しなければいけません。子育て
もありますし、今が一番の駆け足で
す。とはいえ利点もあって、舞台で歌
詞が飛んでもアドリブで乗り切る経
験が、接客での臨機応変な対応に生か
せています。家族なので阿吽の呼吸で
通じ合えるのも強みです。
　歌の道に進んでも、ファッションへ
の思いは消えませんでした。琉装では
なく、好きな服で好きな島唄を歌いま
した。反対意見があっても「私は私」と
衣装を自分で決めてきたことで、夢
だったファッションも歌に生かせま
した。
　島唄もお店もファッションも、はっ
きり描いた夢ではなく、「好き」や「得
意」の積み重ねでした。それらが自然

につながって、今の私があります。だ
から将来に不安を抱く若い方も、「何
が好きかな」から始めてみては？と伝
えたい。「これ好きかも」を重ねるうち
に、たどり着くものがきっとありま
す。

「ゆーばる麺方」の沖縄
そば。豚、鶏、昆布、カツ
オ の 旨 味 が 溶 け 合 う
スープが自慢

神谷 千尋さん
　津堅島育ちの歌手・神谷千尋さんが、家
族で「すば家ゆーばる麺方」を開いて1年。
歌とそばの二刀流の日々と、「好き」を重
ねてたどり着いた道のりを聞きました。

音楽

沖縄そば屋 　成長するにつれて興味が変わり、知らなかった世界に出会い、やりたいことが変わっていくのは、とても自然な
こと。子どもの頃に描いた夢は、絶対にたどり着かなければならない「ゴール」ではありません。思い描いた夢が途
切れようとも、そこから、新しい道も広がり、夢の形が変わろうとも何度も迷って、軌道修正を繰り返しながら、自
分らしい生き方を見つけていけばいい。まずは、どんな仕事があるかを知ることが大切です。

　うるま市では、キャリア教育の
一環としてまちで働く大人の話
を聞いたり、いろいろな仕事を
知ったり、実際に体験してみたり
…。 地域の人たちとの出会いや
学びを通して、子どもたちが自分
らしい生き方を見つけていくこ
とを応援しています。 学校で学
ぶことも、好きなことに夢中にな
ることも、ぜんぶ未来の自分につ
ながっています。

であう

やってみる

多様な職業やロールモデル
色々な情報と出会う

体験は、やりがいや気づき
新たな発見につながる

みつける また考える
自分の強みや得意を
仕事につなげてみる

夢が変わっても大丈夫
未来は何度でも描ける

02

　キャリア教育は学校だけで行うものではありませ
ん。家庭でも子どもの未来を育むためにできること
があります。社会には多種多様な職業があり、それぞ
れがどんな役割を果たしているのかを知ることは、
進路や将来を考える大きなヒントになります。もう
ひとつ大切なのが「自分を理解すること」です。子ど
もたちは、まだ自分の得意なことや可能性に気付け
ていないことが多いものです。だからこそ、子どもの
ことをよく知り一番近くで見守っている存在が、客

観的な視点で「あなたは〇〇が得意だね」「こんな工
夫ができるなんてすごいね」と、その強みを具体的に
伝えてあげることは重要です。そして、その強みを活
かせる仕事を一緒に考えたり、具体的なイメージを
共有したりすることで、夢や目標がより明確になり、
子どもは自分の未来に自信が持てるようになりま
す。日々の会話や小さな経験を通して、子どもの可能
性を広げ、応援していきたいですね。

（文／キャリアコンサルタント）

家庭でできるキャリア教育のポイント  

「将来の夢」を無理にひとつに
絞り込まなくても大丈夫 !

しる
自分の強みや弱み

関心事や価値観を知る
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うるま市では、未来を考える学びを応援しています。

これが好き！
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かみや　　　  ちひろ


